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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】遮熱性を満足しつつ、暗色度に優れた意匠を表
現できる化粧シートの提供。
【解決手段】赤外線反射性を有する基材１０上に、ベタ
印刷層２１及び絵柄層２２を含む装飾層２０を有してな
り、前記ベタ印刷層２１は、赤外線透過性又は赤外線反
射性を有する顔料とバインダー樹脂とを含み、前記赤外
線透過性又は赤外線反射性を有する顔料として、（Ａ）
キナクリドン、イソインドリノン、ニッケルアゾ錯体及
びフタロシアニンからなる顔料の群から選択される三種
以上の化合物、又は、（Ｂ）マンガンとマンガン以外の
少なくとも１種の金属元素を含む複合酸化物、アゾメチ
ンアゾ系化合物及びペリレン系化合物からなる顔料の群
から選択される一種以上の化合物、を含み、前記絵柄層
２２の少なくとも一部がカーボンブラックとバインダー
樹脂とを含む、化粧シート１００。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤外線反射性を有する基材上に、ベタ印刷層及び絵柄層を含む装飾層を有してなり、
　前記ベタ印刷層は、赤外線透過性又は赤外線反射性を有する顔料とバインダー樹脂とを
含み、
　前記赤外線透過性又は赤外線反射性を有する顔料として、（Ａ）キナクリドン、イソイ
ンドリノン、ニッケルアゾ錯体及びフタロシアニンからなる顔料の群から選択される三種
以上の化合物、又は、（Ｂ）マンガンとマンガン以外の少なくとも１種の金属元素を含む
複合酸化物、アゾメチンアゾ系化合物及びペリレン系化合物からなる顔料の群から選択さ
れる一種以上の化合物、を含み、
　前記絵柄層がカーボンブラックとバインダー樹脂とを含む、化粧シート。
【請求項２】
　前記ベタ印刷層は、固形分基準で前記赤外線透過性又は赤外線反射性を有する顔料を５
～８０質量％含む請求項１に記載の化粧シート。
【請求項３】
　前記ベタ印刷層の厚みが０．５～１５μｍである、請求項１又は２に記載の化粧シート
。
【請求項４】
　前記絵柄層は、固形分基準で前記カーボンブラックを０．１～５．０質量％含む、請求
項１～３の何れか１項に記載の化粧シート。
【請求項５】
　前記絵柄層の厚みが０．５～２０μｍである、請求項１～４の何れか１項に記載の化粧
シート。
【請求項６】
　前記赤外線反射性を有する基材が、マンガンとマンガン以外の少なくとも１種の金属元
素を含む複合酸化物を含む基材である、請求項１～５の何れか１項に記載の化粧シート。
【請求項７】
　前記赤外線反射性を有する基材のＪＩＳ　Ｚ８７８１－４：２０１３に準拠して測定さ
れるＣＩＥ（国際照明委員会）Ｌ＊ａ＊ｂ＊表色系のＬ＊値が６０以下である、請求項６
に記載の化粧シート。
【請求項８】
　前記赤外線透過性又は赤外線反射性を有する顔料が、（Ａ）キナクリドン、イソインド
リノン、ニッケルアゾ錯体及びフタロシアニンからなる顔料の群から選択される三種以上
の化合物である、請求項６又は７に記載の化粧シート。
【請求項９】
　前記赤外線反射性を有する基材が酸化チタンを含む基材である、請求項１～５の何れか
１項に記載の化粧シート。
【請求項１０】
　前記赤外線反射性を有する基材のＪＩＳ　Ｚ８７８１－４：２０１３に準拠して測定さ
れるＣＩＥ（国際照明委員会）Ｌ＊ａ＊ｂ＊表色系のＬ＊値が８０以上である、請求項９
に記載の化粧シート。
【請求項１１】
　前記赤外線透過性又は赤外線反射性を有する顔料が、（Ｂ）マンガンとマンガン以外の
少なくとも１種の金属元素を含む複合酸化物、アゾメチンアゾ系化合物及びペリレン系化
合物からなる顔料の群から選択される一種以上の化合物である、請求項９又は１０に記載
の化粧シート。
【請求項１２】
　前記化粧シートの全面積に対する、前記絵柄層の面積の割合が５０％以下である請求項
１～１１の何れか１項に記載の化粧シート。
【請求項１３】
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　前記化粧シートが前記装飾層上に透明性樹脂層及び保護層の少なくとも何れかを有する
請求項１～１２の何れか１項に記載の化粧シート。
【請求項１４】
　前記化粧シートの前記装飾層側の表面の前記ベタ印刷層及び前記絵柄層を有する箇所に
おける、ＪＩＳ　Ｚ８７８１－４：２０１３に準拠して測定されるＣＩＥ（国際照明委員
会）Ｌ＊ａ＊ｂ＊表色系のＬ＊値が４５以下である、請求項１～１３の何れか１項に記載
の化粧シート。
【請求項１５】
　被着材と請求項１～１４の何れか１項に記載の化粧シートとを有する化粧材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、化粧シート及びこれを用いた化粧材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　床、壁、窓、扉、手すり、塀、柵、簀子等の建築物や構造物は、金属部材、樹脂部材及
び木質部材等の基体（被着材）上に、意匠性を高めるために化粧シートを貼り合せてなる
ものが提案されている。なお、以下、基体（被着材）上に化粧シートを貼り合わせたもの
を「化粧材」と称する。
【０００３】
　これら化粧シートは、高級感を付与するために暗色に調製される場合がある。化粧シー
トを暗色に調整するためには、通常、汎用の黒色顔料であるカーボンブラックを含むイン
キを用いて、ベタ印刷層及び絵柄層を形成している。
　しかし、カーボンブラックは赤外線を吸収するため、太陽光の照射を多く受ける場所で
カーボンブラックを含む化粧材を用いた場合、化粧シートの温度が上昇することによって
、化粧材の変形、被着材と化粧シートの剥離などの不具合が生じる場合がある。すなわち
、カーボンブラックを含むインキを用いて、ベタ印刷層及び絵柄層を形成した化粧シート
は、遮熱性が不十分なものであった。
　遮熱性の問題を解決することを目的として、例えば特許文献１の技術が提案されている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第６１１１５５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１では、酸化チタン等の赤外線を反射する顔料を含む明色基材上に、木目柄の
ベタ印刷層を形成した後、アゾメチンアゾ系顔料からなる黒色顔料によって導管模様の絵
柄層を形成した遮熱化粧シートを提案している。
【０００６】
　特許文献１で用いているアゾメチンアゾ系顔料は、黒色であるものの赤外線の吸収を抑
制し得るため、遮熱性は比較的良好である。しかし、特許文献１の遮熱化粧シートは、暗
色の度合いが不十分であるため、木目等の暗色度の高い意匠を高いレベルで表現すること
ができないものであった。暗色度に関しては、絵柄層の膜厚を厚くしたり、アゾメチンア
ゾ系顔料を多量に添加したりすることで若干は改善するが、その場合、ブロッキング、バ
ックトラップ等の印刷適性、耐候性等が悪化するという問題がある。
【０００７】
　本発明は、このような状況下になされたものであり、遮熱性を満足しつつ、暗色度に優
れた意匠を表現できる化粧シート、及び、これを用いた化粧材を提供することを課題とす
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る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決すべく、本発明は、以下の［１］～［２］を提供する。
［１］赤外線反射性を有する基材上に、ベタ印刷層及び絵柄層を含む装飾層を有してなり
、前記ベタ印刷層は、赤外線透過性又は赤外線反射性を有する顔料とバインダー樹脂とを
含み、前記赤外線透過性又は赤外線反射性を有する顔料として、（Ａ）キナクリドン、イ
ソインドリノン、ニッケルアゾ錯体及びフタロシアニンからなる顔料の群から選択される
三種以上の化合物、又は、（Ｂ）マンガンとマンガン以外の少なくとも１種の金属元素を
含む複合酸化物、アゾメチンアゾ系化合物及びペリレン系化合物からなる顔料の群から選
択される一種以上の化合物、を含み、前記絵柄層がカーボンブラックとバインダー樹脂と
を含む、化粧シート。
［２］被着材と上記［１］に記載の化粧シートとを有する化粧材。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、遮熱性を満足しつつ、暗色度に優れた意匠を表現できる化粧シート、
及び、これを用いた化粧材を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の化粧シートの一実施形態を示す断面図である。
【図２】本発明の化粧シートのその他の実施形態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
［化粧シート］
　本発明の化粧シートは、赤外線反射性を有する基材上に、ベタ印刷層及び絵柄層を含む
装飾層を有してなり、前記ベタ印刷層は、赤外線透過性又は赤外線反射性を有する顔料と
バインダー樹脂とを含み、前記赤外線透過性又は赤外線反射性を有する顔料として、（Ａ
）キナクリドン、イソインドリノン、ニッケルアゾ錯体及びフタロシアニンからなる顔料
の群から選択される三種以上の化合物、又は、（Ｂ）マンガンとマンガン以外の少なくと
も１種の金属元素を含む複合酸化物、アゾメチンアゾ系化合物及びペリレン系化合物から
なる顔料の群から選択される一種以上の化合物、を含み、前記絵柄層がカーボンブラック
とバインダー樹脂とを含むものである。
　なお、本明細書において、赤外線とは、波長７８０～２５００ｎｍの光（いわゆる「近
赤外線」）のことを言うものとする。
【００１２】
　図１～２は、化粧シート１００の実施の形態を示す断面図である。
　図１～２の化粧シート１００は、赤外線反射性を有する基材１０上に、ベタ印刷層２１
及び絵柄層２２を含む装飾層２０を有している。また、図２の化粧シート１００は、装飾
層２０上に、透明性樹脂層３０及び表面保護層４０を有している。
【００１３】
＜赤外線反射性を有する基材＞
　赤外線反射性を有する基材は、例えば、バインダー樹脂と、赤外線反射性を有する顔料
を含むものが挙げられる。なお、以下、「赤外線反射性を有する基材」のことを「基材」
と略称する場合がある。
【００１４】
　バインダー樹脂としては、ポリオレフィン樹脂、ポリエステル樹脂、ポリカーボネート
樹脂、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン樹脂（以下、「ＡＢＳ樹脂」とも称する
。）、アクリル樹脂、塩化ビニル樹脂等の熱可塑性樹脂が好適に使用される。
　これらの中で、より優れた耐候性及び耐傷性等の表面特性を得る観点から、ポリオレフ
ィン樹脂、ポリエステル樹脂、ポリカーボネート樹脂及びＡＢＳ樹脂が好ましく、加工適
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性の観点からポリオレフィン樹脂がより好ましい。
【００１５】
　ポリオレフィン樹脂としては、特に限定されず、例えば、ポリエチレン（低密度、中密
度、高密度）、ポリプロピレン、ポリメチルペンテン、ポリブテン、エチレン－プロピレ
ン共重合体、プロピレン－ブテン共重合体、エチレン－酢酸ビニル共重合体、エチレン－
アクリル酸共重合体、エチレン－プロピレン－ブテン共重合体、ポリオレフィン系熱可塑
性エラストマー等が挙げられる。中でも、より優れた耐候性及び耐傷性等の表面特性を得
る観点から、ポリエチレン（低密度、中密度、高密度）、ポリプロピレン、エチレン－プ
ロピレン共重合体、プロピレン－ブテン共重合体が好ましい。
【００１６】
　赤外線反射性を有する顔料としては、マンガンとマンガン以外の少なくとも１種の金属
元素を含む複合酸化物（以下、「マンガン系複合酸化物」と称する場合がある。）、金属
顔料、白色顔料等の無機顔料等が挙げられる。金属顔料としてはアルミニウム、銀、真鍮
等が挙げられる。白色顔料としては酸化チタン等が挙げられる。
　白色顔料として用いられる酸化チタンとしては、具体的には二酸化チタン（ＴｉＯ２）
であり、その結晶型としてはルチル型、アナターゼ型、ルチル型の何れも用いることがで
きる。酸化チタンの粒径としては、白色度、隠蔽性、バインダー樹脂への分散性や製膜乃
至印刷適性の点から平均粒径０．５～５μｍ程度である。
　これらの赤外線反射性を有する顔料の中でも、マンガン系複合酸化物及び酸化チタンが
好ましい。すなわち、赤外線反射性を有する基材は、マンガン系複合酸化物を含む基材及
び酸化チタンを含む基材が好ましい。
【００１７】
　マンガン系複合酸化物に含まれるマンガン以外の金属元素は、特に限定されず、より明
度が低い落ち着いた意匠を得る観点、及び、遮熱性の観点等から適宜選択することができ
る。
　マンガン以外の金属元素は、１種単独であってもよいし、２種以上の組み合わせであっ
てもよい。マンガン以外の金属元素の具体例としては、カルシウム、バリウム等の第２族
元素；イットリウム、ランタン、プラセオジム；ネオジム等の第３族元素、チタン、ジル
コニウム等の第４族元素；ホウ素、アルミニウム、ガリウム、インジウム等の第１３族元
素；アンチモン、ビスマス等の第１５族元素等の金属元素が挙げられる。これらのなかで
も、第２族元素、第４族元素、第１５族元素が好ましく、カルシウム、チタン、及びビス
マスがより好ましく、カルシウム及びチタンがさらに好ましい。
　マンガン系複合酸化物の特に好ましい具体例としては、マンガン、カルシウム及びチタ
ンを含む複合酸化物が挙げられる。
【００１８】
　マンガンを含む複合酸化物の構造は、特に限定されるものではないが、構造としての安
定性、遮熱性及び意匠性等の観点から、ペロブスカイト構造、斜方晶構造、六方晶構造等
であることが好ましく、ペロブスカイト構造であることがより好ましい。
　上述したマンガンを含む複合酸化物は、例えば、ＷＯ２０１６／１２５９０７Ａ１公報
記載に記載されている。
【００１９】
　マンガン系複合酸化物を含む基材は、暗色度を高める観点から、ＪＩＳ　Ｚ８７８１－
４：２０１３に準拠して測定されるＣＩＥ（国際照明委員会）Ｌ＊ａ＊ｂ＊表色系のＬ＊

値が６０以下であることが好ましく、５０以下であることがより好ましい。
　マンガン系複合酸化物を含む基材には、マンガン系複合酸化物以外の赤外線反射性を有
する顔料や赤外線透過性を有する顔料を含有していてもよいが、マンガン系複合酸化物を
含む基材のＬ＊値が上記範囲となるように調製することが好ましい。
【００２０】
　酸化チタンを含む基材は、遮熱性を高める観点から、ＪＩＳ　Ｚ８７８１－４：２０１
３に準拠して測定されるＣＩＥ（国際照明委員会）Ｌ＊ａ＊ｂ＊表色系のＬ＊値が８０以
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上であることが好ましく、９０以上であることがより好ましい。なお、酸化チタンを含む
基材のＬ＊値の上限は９５程度である。
　酸化チタンを含む基材には、酸化チタン以外の赤外線反射性を有する顔料や赤外線透過
性を有する顔料を含有していてもよいが、酸化チタンを含む基材のＬ＊値が上記範囲とな
るように調製することが好ましい。
【００２１】
　マンガン系複合酸化物を含む基材と酸化チタンを含む基材とを比較すると、遮熱性は後
者が優れ、暗色度は前者が優れている。
　また、後述するベタ印刷層の赤外線透過性又は赤外線反射性を有する顔料に関して、（
Ａ）キナクリドン、イソインドリノン、ニッケルアゾ錯体及びフタロシアニンからなる顔
料の群から選択される三種以上の化合物と、（Ｂ）マンガンとマンガン以外の少なくとも
１種の金属元素を含む複合酸化物、アゾメチンアゾ系化合物及びペリレン系化合物からな
る顔料の群から選択される一種以上の化合物とを比較すると、遮熱性は前者が優れ、暗色
度は後者が優れている。
　したがって、遮熱性及び暗色度のバランスの観点から、基材としてマンガン系複合酸化
物を含む基材を用いる場合には、ベタ印刷層の顔料として、（Ａ）キナクリドン、イソイ
ンドリノン、ニッケルアゾ錯体及びフタロシアニンからなる顔料の群から選択される三種
以上の化合物を用いることが好ましい。同様に、遮熱性及び暗色度のバランスの観点から
、基材として酸化チタンを含む基材を用いる場合には、ベタ印刷層の顔料として、（Ｂ）
マンガンとマンガン以外の少なくとも１種の金属元素を含む複合酸化物、アゾメチンアゾ
系化合物及びペリレン系化合物からなる顔料の群から選択される一種以上の化合物を用い
ることが好ましい。
　なお、暗色とは、濃灰色、深緑色、紺色、黒色、濃紫色、臙脂（えんじ）色、茶色等の
低明度、低彩色の暗い感じのする色のことをいう。
【００２２】
　基材中の赤外線反射性を有する顔料の含有量は、赤外線反射率を高める観点から、バイ
ンダー樹脂１００質量部に対し、好ましくは１質量部以上、より好ましくは３質量部以上
、さらに好ましくは５質量部以上である。また、化粧シートの成形性の観点から、上限と
しては好ましくは５０質量部以下、より好ましくは４０質量部以下、さらに好ましくは３
０質量部以下、よりさらに好ましくは２０質量部以下である。
【００２３】
　基材には、必要に応じて、添加剤が配合されてもよい。添加剤としては、例えば、難燃
剤、酸化防止剤、滑剤、発泡剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、光安定剤等が挙げられる。
【００２４】
　基材に添加する紫外線吸収剤としては、特に制限はなく、例えば、ベンゾトリアゾール
系紫外線吸収剤、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、トリアジン系紫外線吸収剤等の有機系
紫外線吸収剤、平均粒子徑が３８０ｎｍ以下好ましくは１００ｎｍ以下の酸化チタン、酸
化鉄、酸化セリウム等の粒子から成る無機系紫外線吸収剤等が挙げられる。
　光安定剤としては、例えばヒンダードアミン系光安定剤が好ましく、中でも（メタ）ア
クリロイル基、ビニル基、アリル基等のエチレン性二重結合である官能基等を有する反応
性基含有ヒンダードアミン系光安定剤が好ましく挙げられる。
【００２５】
　ヒンダードアミン系光安定剤としては、例えば、２，２，６，６－テトラメチル－４－
ピペリジル（メタ）アクリレート、１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル
（メタ）アクリレート等の分子中にエチレン性不飽和基である（メタ）アクリロイル基を
有するヒンダードアミン系光安定剤；また、２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリ
ジルベンゾエート、４－ベンゾイルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン等
の各種有機酸由来のヒンダードアミン系光安定剤；１－（２－ヒドロキシエチル）－２，
２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジノ－ルとコハク酸ジエチルとの重縮合物、１，
６－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジルアミノ）ヘキサンと２，４－
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ジクロロ－６－モルホリノ－ｓ－トリアジンとの重縮合物等の重縮合物系ヒンダードアミ
ン系光安定剤；１，５，８，１２－テトラキス〔２，４－ビス（Ｎ－ブチル－Ｎ－（２，
２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）アミノ）－ｓ－トリアジン－６－イル〕－
１，５，８，１２－テトラアザドデカン、１，５，８，１２－テトラキス〔２，４－ビス
（Ｎ－ブチル－Ｎ－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）アミノ）－
ｓ－トリアジン－６－イル〕－１，５，８－１２－テトラアザドデカン等が好ましく挙げ
られる。
【００２６】
　基材中の紫外線吸収剤の含有量は、バインダー樹脂１００質量部に対し、好ましくは０
．１質量部以上、より好ましくは０．２質量部以上、更に好ましくは０．３質量部以上で
あり、上限として好ましくは５質量部以下、より好ましくは３質量部以下、更に好ましく
は２質量部以下である。
　また、基材中の光安定剤の含有量は、バインダー樹脂１００質量部に対し、好ましくは
０．５質量部以上、より好ましくは１質量部以上、更に好ましくは３質量部以上であり、
上限として好ましくは１０質量部以下、より好ましくは８質量部以下、更に好ましくは６
質量部以下である。
　基材中の紫外線吸収剤、光安定剤の含有量が上記範囲内であると、ブリードアウトしに
くく、優れた添加効果が得られる。
【００２７】
　基材は、単層構造であってもよく、同種あるいは異種の層を二以上有する複層構造であ
ってもよい。
　基材の厚さは、取り扱い性及び強度のバランスの観点から、２０μｍ以上が好ましく、
３０μｍ以上がより好ましく、４０μｍ以上がさらに好ましい。上限としては、２００μ
ｍ以下が好ましく、１６０μｍ以下がより好ましく、１００μｍ以下がさらに好ましい。
【００２８】
　基材は、装飾層等の化粧シートを構成する他の層との密着性の向上のため、あるいは、
被着材との接着性の強化等のために、その片面又は両面に、酸化法、凹凸化法等の物理的
表面処理、又は化学的表面処理等の表面処理を施すことができる。
　酸化法としては、例えばコロナ放電処理、クロム酸化処理、火炎処理、熱風処理、オゾ
ン－紫外線処理法等が挙げられ、凹凸化法としては、例えばサンドブラスト法、溶剤処理
法等が挙げられる。これらの表面処理は、基材の種類に応じて適宜選択されるが、一般に
はコロナ放電処理法が、表面処理の効果及び操作性等の面から好ましく用いられる。
　また、基材と他の層との層間密着性の向上、被着材との接着性の強化等のために、基材
にプライマー層、裏面プライマー層を形成する等の処理を施してもよい。これらのプライ
マー層については、後述する。
【００２９】
　基材は遮熱性の観点から実質的にカーボンブラックを含有しないことが好ましい。実質
的に含有しないとは、基材を構成する全固形分の０．１質量％以下であることを意味し、
より好ましくは０．０１質量％以下、さらに好ましくは０．００１質量％以下、よりさら
に好ましくは０質量％である。後述するベタ印刷層も実質的にカーボンブラックを含有し
ないことが好ましい。
【００３０】
　基材は、ＪＩＳ　Ｋ５６０２：２００８に準拠して測定した波長７８０～２５００ｎｍ
の分光反射率の平均が３０％以上であることが好ましく、３５％以上であることがより好
ましい。
【００３１】
＜装飾層＞
　本発明の化粧シート１００は、基材１０上に、ベタ印刷層２１及び絵柄層２２を含む装
飾層２０を有する。
【００３２】
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＜＜ベタ印刷層＞＞
　ベタ印刷層は、赤外線透過性又は赤外線反射性を有する顔料とバインダー樹脂とを含む
層である。
　また、ベタ印刷層に含まれる赤外線透過性又は赤外線反射性を有する顔料は、（Ａ）キ
ナクリドン、イソインドリノン、ニッケルアゾ錯体及びフタロシアニンからなる顔料の群
から選択される三種以上の化合物、又は、（Ｂ）マンガンとマンガン以外の少なくとも１
種の金属元素を含む複合酸化物、アゾメチンアゾ系化合物及びペリレン系化合物からなる
顔料の群から選択される一種以上の化合物、を含む。
【００３３】
　本発明の化粧シートは、上記（Ａ）又は（Ｂ）の顔料を含むベタ印刷層と、上述した赤
外線反射性を有する基材と、後述のカーボンブラックとバインダー樹脂とを含む絵柄層と
を備えることによって、遮熱性を満足しつつ、暗色度に優れた意匠を表現することができ
る。
【００３４】
　上記（Ａ）の顔料は、キナクリドン、イソインドリノン、ニッケルアゾ錯体及びフタロ
シアニンからなる顔料の群から選択される三種以上の化合物である。ベタ印刷層が、キナ
クリドン、イソインドリノン、ニッケルアゾ錯体及びフタロシアニンからなる有機系顔料
の群から選択される三種以上の化合物を含むことにより、遮熱性を維持しつつ、ベタ印刷
層を暗色化することができる。
【００３５】
　キナクリドンは分子式Ｃ２０Ｈ１２Ｎ２Ｏ２で示される化合物である。キナクリドンは
結晶構造の違いにより、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッ
ド１２２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２０９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２０２、Ｃ．Ｉ
．ピグメントオレンジ４８、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ４９等が挙げられる。
【００３６】
　イソインドリノンは、インドリノン骨格を有する化合物である。イソインドリノンとし
ては、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１０９、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１１０、Ｃ．Ｉ
．ピグメントイエロー１７３、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ６１等が挙げられる。
【００３７】
　ニッケルアゾ錯体は、電子アクセプターであるニッケルと、電子ドナーであるアゾ基と
の配位結合による配位化合物である。ニッケルアゾ錯体としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントグ
リーン１０、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５０等が挙げられる。
【００３８】
　フタロシアニンは、４つのフタル酸イミドが窒素原子で架橋された構造を有する環状化
合物である。フタロシアニンとしては、無金属フタロシアニンであるＣ．Ｉ．ピグメント
ブルー１６、金属フタロシアニンであるＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５、Ｃ．Ｉ．ピグメ
ントブルー１５：３、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：４、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１
５：６、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン３６等が挙げられ
る。
【００３９】
　キナクリドン、イソインドリノン、ニッケルアゾ錯体及びフタロシアニンからなる顔料
の群から選択される三種以上の化合物は、所望とする色に応じて適宜組み合わせることが
でき、例えば、（ｉ）赤色顔料又は橙色顔料の一種と、（ii）黄色顔料又は緑色顔料の一
種と、（iii）青色顔料又は紫色顔料の一種とを組み合わせることができる。
　具体的な有機顔料の組み合わせとしては、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２とＣ．Ｉ．
ピグメントイエロー１５０とＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５との組み合わせ、Ｃ．Ｉ．ピ
グメントレッド１２２とＣ．Ｉ．ピグメントイエロー１０９とＣ．Ｉ．ピグメントブルー
１５との組み合わせ等が挙げられる。
【００４０】
　上記（Ｂ）の顔料は、マンガンとマンガン以外の少なくとも１種の金属元素を含む複合



(9) JP 2019-59180 A 2019.4.18

10

20

30

40

50

酸化物、アゾメチンアゾ系化合物及びペリレン系化合物からなる顔料の群から選択される
一種以上の化合物である。ベタ印刷層が、マンガン系複合酸化物、アゾメチンアゾ系化合
物及びペリレン系化合物からなる顔料の群から選択される一種以上の化合物を含むことに
より、遮熱性を維持しつつ、ベタ印刷層を暗色化することができる。
【００４１】
　上記（Ｂ）の顔料のマンガン系複合酸化物は、赤外線反射性を有する基材に含まれる赤
外線反射性顔料として例示したマンガン系複合酸化物と同様のものを用いることができる
。
【００４２】
　アゾメチンアゾ系顔料は、テトラクロロフタルイミドとアミノアニリンの反応化合物で
あるジアゾニウム基を有するものである。
　ペリレン系顔料は、ペリレンテトラカルボン酸二無水物の六員環を構成している酸素原
子２個を脱落させた構造を有する顔料であり、ペリレンブラック等が挙げられる。
【００４３】
　ベタ印刷層中における赤外線透過性又は赤外線反射性を有する顔料は、基材の色味を隠
蔽する観点、及び、化粧シートの成形性のバランスの観点から、ベタ印刷層の固形分基準
で５～８０質量％であることが好ましく、８～８０質量％であることがより好ましく、１
０～７５質量％であることがさらに好ましい。
　また、赤外線透過性又は赤外線反射性を有する顔料として（Ａ）の顔料を含む場合、該
（Ａ）の顔料の含有量は、ベタ印刷層の固形分基準で５～６０質量％であることが好まし
く、８～４０質量％であることがより好ましく、１０～３０質量％であることがさらに好
ましい。
　また、赤外線透過性又は赤外線反射性を有する顔料として（Ｂ）の顔料を含む場合、該
（Ｂ）の顔料の含有量は、ベタ印刷層の固形分基準で５～５０質量％であることが好まし
く、５～４０質量％であることがより好ましく、５～３０質量％であることがさらに好ま
しい。
　なお、本発明の効果を阻害しない範囲で、（Ａ）の顔料を主体としてさらに（Ｂ）の顔
料を添加したり、（Ｂ）の顔料を主体としてさらに（Ａ）の顔料を添加したりしてもよい
。
　また、本発明の効果を阻害しない範囲で、その他の赤外線透過性又は赤外線反射性を有
する顔料を併用してもよい。その他の赤外線透過性又は赤外線反射性を有する顔料として
は、酸化チタン及び酸化鉄が挙げられる。
【００４４】
　赤外線透過性又は赤外線反射性を有する顔料の平均粒子径は、可視光領域の吸収性を高
める観点から、０．１μｍ以上であることが好ましく、０．２μｍ以上であることがより
好ましい。赤外線透過性又は赤外線反射性を有する顔料の平均粒子径の上限は特に限定さ
れないが、装飾層の意匠性を繊細なものとする観点からは、３．０μｍ以下であることが
好ましく、２．０μｍ以下であることがより好ましく、１．０μｍ以下であることがさら
に好ましい。
　なお、本明細書において平均粒子径とは、レーザー光回折法による粒度分布測定におけ
る質量平均値Ｄ５０として求めることができる値である。
【００４５】
　ベタ印刷層のバインダー樹脂としては特に制限はなく、例えば、ウレタン樹脂、アクリ
ルポリオール樹脂、アクリル樹脂、エステル樹脂、アミド樹脂、ブチラール樹脂、スチレ
ン樹脂、ウレタン－アクリル共重合体、ポリカーボネート系ウレタン－アクリル共重合体
（ポリマー主鎖にカーボネート結合を有し、末端、側鎖に２個以上の水酸基を有する重合
体（ポリカーボネートポリオール）由来のウレタン－アクリル共重合体）、塩化ビニル－
酢酸ビニル共重合体樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニル－アクリル共重合体樹脂、塩素化プロ
ピレン樹脂、ニトロセルロース樹脂、酢酸セルロース樹脂等の樹脂が好ましく挙げられ、
これらを単独で、又は複数種を組み合わせて用いることができる。また、１液硬化型の他
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、例えば、トリレンジイソシアネート（ＴＤＩ）、ジフェニルメタンジイソシアネート（
ＭＤＩ）、ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）、イソホロンジイソシアネート（
ＩＰＩＤ）、キシリレンジイソシアネート（ＸＤＩ）等のイソシアネート化合物等の硬化
剤を伴う２液硬化型等、種々のタイプの樹脂を用いることができる。
【００４６】
　ベタ印刷層及び後述する絵柄層は、耐候性を向上させる観点から、紫外線吸収剤、光安
定剤等の耐候剤を含んでいてもよい。紫外線吸収剤及び光安定剤としては、基材に含まれ
得るものとして例示した、紫外線吸収剤、光安定剤を挙げることができる。紫外線吸収剤
及び光安定剤の含有量は、耐候性の向上の観点から、後述する表面保護層中の含有量と同
じ範囲を例示することができる。
【００４７】
　ベタ印刷層の厚みは、隠蔽性と成形性とのバランスの観点から、０．５～１５μｍであ
ることが好ましく、１～１０μｍであることがより好ましく、２～８μｍであることがさ
らに好ましい。
【００４８】
　ベタ印刷層は、基材上の全面に形成するいわゆる「全ベタ印刷層」である必要はない。
しかしながら、遮熱性と暗色度とのバランスを良好にする観点から、ベタ印刷層は、基材
の全面積の９０％以上を覆うことが好ましく、９５％以上を覆うことがより好ましく、９
９％以上を覆うことがさらに好ましく、１００％を覆うことがよりさらに好ましい。
【００４９】
　装飾層により付与する意匠が木目模様の場合、ベタ印刷層は木肌模様（木目模様を構成
する模様のうち、導管溝模様及び／又は節目模様以外の部分）とすることが好ましい。ま
た、装飾層により付与する意匠がトラバーチン等の石の模様の場合、ベタ印刷層は凹陥部
以外の模様とすることが好ましい。また、装飾層により付与する意匠がタイル模様又はレ
ンガ模様の場合、ベタ印刷層はタイル部分又はレンガ部分とすることが好ましい。
　なお、ベタ印刷層は、単層であってもよいし、複数のベタ印刷層を積層してもよい。
【００５０】
＜＜絵柄層＞＞
　絵柄層は、カーボンブラックとバインダー樹脂とを含むものである。絵柄層はベタ印刷
層の基材とは反対側に形成される。
　本発明の化粧シートは、相対的に面積が広いベタ印刷層に実質的にカーボンブラックを
含まず、相対的に面積が狭い絵柄層がカーボンブラックを含むことにより、遮熱性を満足
しつつ、且つ暗色度に優れた意匠を表現できる。
【００５１】
　カーボンブラックは汎用のものを用いることができる。
　カーボンブラックの平均粒子径は、１０～１５０ｎｍであることが好ましく、３０～１
００ｎｍであることがより好ましい。
【００５２】
　絵柄層中におけるカーボンブラックの含有量は、暗色度を高めつつ、遮熱性を維持する
観点から、絵柄層の固形分基準で０．１～５．０質量％であることが好ましく、０．５～
２．５質量％であることがより好ましく、１．０～２．０質量％であることがさらに好ま
しい。
【００５３】
　絵柄層は、カーボンブラックを上記割合で含有するとともに、さらに他の着色剤を含有
してもよい。他の着色剤としては汎用の着色剤を用いることができ、例えば、キナクリド
ン、イソインドリノン、ニッケルアゾ錯体及びフタロシアニンからなる有機系顔料の群か
ら選択される一種以上を用いることができる。
【００５４】
　化粧シートの全面積に対する、絵柄層の面積の割合は５０％以下であることが好ましく
、３０％以下であることがより好ましい。該面積割合を５０％以下とすることにより、遮
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熱性をより良好にすることができる。
　また、暗色度をより良好にする観点からは、該面積割合を２０％以上とすることが好ま
しく、２５％以上とすることがより好ましい。
　なお、化粧シートの全面積、及び、カーボンブラックとバインダー樹脂とを含む絵柄層
の面積は、化粧シートを平面視した際の面積を意味する。
【００５５】
　絵柄層のバインダー樹脂は、上述したベタ印刷層のバインダー樹脂と同様のものを使用
することができる。
【００５６】
　絵柄層は、耐候性を向上させる観点から、紫外線吸収剤、光安定剤等の耐候剤を含んで
いてもよい。
　紫外線吸収剤及び光安定剤としては、基材に含まれ得るものとして例示した、紫外線吸
収剤、光安定剤を挙げることができる。紫外線吸収剤及び光安定剤の含有量は、耐候性の
向上の観点から、後述する表面保護層中の含有量と同じ範囲を例示することができる。
【００５７】
　絵柄層の厚みは、暗色の付与と成形性とのバランスの観点から、０．５～２０μｍであ
ることが好ましく、１～１０μｍであることがより好ましく、２～８μｍであることがさ
らに好ましい。絵柄層が多層の場合、各絵柄層の厚みが前記範囲であることが好ましい。
【００５８】
　絵柄層の絵柄の種類は特に限定されないが、カーボンブラックを含む暗色の絵柄である
ことから、凹部を表現する絵柄であることが好ましい。
　装飾層により付与する意匠が木目模様の場合、絵柄層は導管溝模様及び／又は節目模様
とすることが好ましい。また、装飾層により付与する意匠がトラバーチン等の石の模様の
場合、絵柄層は凹陥部模様とすることが好ましい。また、装飾層により付与する意匠がタ
イル模様又はレンガ模様の場合、絵柄層は目地模様とすることが好ましい。
【００５９】
　絵柄層は、例えば、カーボンブラックとバインダー樹脂とを含む絵柄層形成用インキを
用いた印刷により形成できる。この際、単色によって絵柄層を形成してもよいし、カーボ
ンブラックの濃度やその他の添加剤の配合を変えた複数のインキを用意した多色印刷によ
って絵柄層を形成してもよい。また、絵柄層は、単層であってもよいし、複数の絵柄層が
互いに重なり合うように積層してもよい。
【００６０】
　本発明の化粧シートは、暗色による高級感を高めるために、化粧シートの装飾層側の表
面のベタ印刷層及び絵柄層を有する箇所における、ＪＩＳ　Ｚ８７８１－４：２０１３に
準拠して測定されるＣＩＥ（国際照明委員会）Ｌ＊ａ＊ｂ＊表色系のＬ＊値が４５以下で
あることが好ましく、４０以下であることがより好ましい。
【００６１】
＜その他の絵柄層＞
　本発明の化粧シートは、装飾層として、その他の絵柄層（カーボンブラックとバインダ
ー樹脂とを含む絵柄層以外の絵柄層）を有していてもよい。なお、暗色度を高める観点か
らは、その他の絵柄層を有さないことが好ましい。
　その他の絵柄層としては、例えば、アゾメチンアゾ系顔料とバインダー樹脂とを含む絵
柄層が挙げられる。
【００６２】
＜接着剤層Ａ＞
　化粧シートは、必要に応じて接着剤層Ａを有することができる。
　特に、化粧シートが後述する透明性樹脂層を有する場合、装飾層と該透明性樹脂層との
層間密着性を向上させるときに、接着剤層Ａを設けることは有効である。接着剤層Ａを構
成する接着剤としては、通常化粧シートで用いられる接着剤を制限なく用いることができ
る。
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【００６３】
　接着剤としては、例えば、ウレタン系接着剤、アクリル系接着剤、エポキシ系接着剤、
ゴム系接着剤等が挙げられ、中でも、ウレタン系接着剤が接着力の点で好ましい。なお、
ウレタン系接着剤としては、例えば、ポリエーテルポリオール、ポリエステルポリオール
、アクリルポリオール、ポリカーボネートジオール等の各種ポリオール化合物と、上記の
各種イソシアネート化合物等の硬化剤とを含む２液硬化型ウレタン樹脂を利用した接着剤
が挙げられる。また、アクリル－ポリエステル－塩酢ビ系樹脂等も加熱により容易に接着
性を発現し、高温での使用でも接着強度を維持し得る好適な接着剤である。
【００６４】
　接着剤層Ａの厚さは、十分な接着性が得られる観点から、好ましくは０．１μｍ以上、
より好ましくは１μｍ以上、さらに好ましくは２μｍ以上であり、上限として好ましくは
２０μｍ以下、より好ましくは１０μｍ以下である。
【００６５】
＜透明性樹脂層＞
　化粧シートは、装飾層を保護する観点、耐候性及び耐傷性等の表面特性の向上の観点か
ら、装飾層上に直接、又は他の層を介して透明性樹脂層を積層することが好ましい。透明
性樹脂層は単層であってもよいし、２層以上から形成してもよい。
【００６６】
　透明性樹脂層を構成する樹脂としては、例えば、ポリオレフィン樹脂、ポリエステル樹
脂、アクリル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリウレタン樹脂、ポリスチレン樹脂、塩化
ビニル樹脂、酢酸ビニル樹脂、弗素樹脂等が好ましく挙げられる。
　中でも、耐候性及び耐傷性等の表面特性の向上の観点から、ポリオレフィン樹脂、ポリ
エステル樹脂及び弗素樹脂が好ましく、特にポリオレフィン樹脂が好ましい。ポリオレフ
ィン樹脂としては、着色基材を構成し得るものとして例示した樹脂が挙げられ、中でもポ
リプロピレン樹脂が好ましい。
【００６７】
　弗素樹脂としては、ポリ弗化ビニル、ポリ弗化ビニリデン、ポリ四弗化エチレン、エチ
レン－４弗化エチレン共重合体、４弗化エチレン－６弗化プロピレン共重合体等が挙げら
れ、これらの単体又はこれらの２種以上の混合物を用いることができる。
　弗素樹脂を含む透明性樹脂層は、弗素樹脂とは別に、ポリメチル（メタ）アクリレート
、ポリブチル（メタ）アクリレ－ト、メチル（メタ）アクリレート－ブチル（メタ）アク
リレート共重合体、エチレン－メチル（メタ）アクリレート共重合体等のアクリ樹脂を含
むことが好ましい。
　また、弗素樹脂を含む透明性樹脂層を用いる場合、その他の透明性樹脂層を併用し、透
明性樹脂層を多層構成とすることが好ましい。この際、その他の透明性樹脂層が装飾層側
となるように配置することが好ましい。
【００６８】
　透明性樹脂層は、必要に応じて、添加剤が配合されていてもよく、例えば、上記基材中
に配合し得る添加剤として例示したものを用いることができる。各種の添加剤の中でも、
紫外線吸収剤、光安定剤といった耐候剤を用いることが好ましい。
　紫外線吸収剤、光安定剤としては、基材に用い得るものとして例示した、紫外線吸収剤
、光安定剤を挙げることができる。これらの耐候剤の含有量は、耐候性の向上の観点から
、着色基材中の含有量と同じ範囲を例示することができる。
【００６９】
　透明性樹脂層の厚さは、装飾層の保護、耐傷性及び耐候性等の表面特性の向上の観点か
ら、１０μｍ以上が好ましく、３０μｍ以上がより好ましく、５０μｍ以上がさらに好ま
しい。また、化粧シートの取り扱い性の観点から、上限としては、１５０μｍ以下が好ま
しく、１２０μｍ以下がより好ましく、１００μｍ以下がさらに好ましい。また、装飾層
を保護し、かつ優れた耐傷性を得る観点から、基材と同等以上の厚さとすることが好まし
い。
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【００７０】
　透明性樹脂層は、透明性樹脂層と他の層との層間密着性の向上等のために、その片面又
は両面に、酸化法、凹凸化法等の物理的表面処理、又は化学的表面処理等の表面処理を施
すことができる。これらの物理的または化学的表面処理としては、上記の着色基材の表面
処理と同じの方法が好ましく例示される。
　また、透明性樹脂層と他の層との層間密着性の向上のために、透明性樹脂層の片面又は
両面にプライマー層を形成する等の処理を施してもよい。このプライマー層については、
後述する。
【００７１】
＜表面保護層＞
　化粧シートには、主に耐傷性及び耐候性等の表面特性を付与する観点から、装飾層上に
直接、又は他の層（接着剤層Ａ、透明性樹脂層、プライマー層）の上に表面保護層を設け
ることが好ましい。
【００７２】
　表面保護層は、硬化性樹脂を含有する樹脂組成物の硬化物で構成される層である。
　表面保護層の形成に用いられる硬化性樹脂としては、２液硬化型樹脂等の熱硬化性樹脂
の他、電離放射線硬化性樹脂等が好ましく用いられ、これらの複数種を組み合わせた、例
えば、電離放射線硬化性樹脂と熱硬化性樹脂とを併用する、又は硬化性樹脂と熱可塑性樹
脂とを併用する、いわゆるハイブリッドタイプであってもよい。
　硬化性樹脂としては、表面保護層を構成する樹脂の架橋密度を高め、より優れた耐傷性
及び耐候性等の表面特性とを得る観点から、電離放射線硬化性樹脂が好ましく、また、取
り扱いが容易との観点から、電子線硬化性樹脂がより好ましい。
【００７３】
＜＜電離放射線硬化性樹脂＞＞
　電離放射線硬化性樹脂とは、電離放射線を照射することにより、架橋、硬化する樹脂の
ことであり、電離放射線硬化性官能基を有するものである。ここで、電離放射線硬化性官
能基とは、電離放射線の照射によって架橋硬化する基であり、（メタ）アクリロイル基、
ビニル基、アリル基等のエチレン性二重結合を有する官能基等が好ましく挙げられる。ま
た、電離放射線とは、電磁波又は荷電粒子線のうち、分子を重合あるいは架橋し得るエネ
ルギー量子を有するものを意味し、通常、紫外線（ＵＶ）又は電子線（ＥＢ）が用いられ
るが、その他、Ｘ線、γ線等の電磁波、α線、イオン線等の荷電粒子線も含まれる。
　電離放射線硬化性樹脂としては、具体的には、従来電離放射線硬化性樹脂として慣用さ
れている重合性モノマー、重合性オリゴマーの中から適宜選択して用いることができる。
【００７４】
　重合性モノマーとしては、分子中にラジカル重合性不飽和基を持つ（メタ）アクリレー
ト系モノマーが好ましく、中でも多官能性（メタ）アクリレートモノマーが好ましい。本
明細書において、「（メタ）アクリレート」とは「アクリレート又はメタクリレート」を
意味する。
　多官能性（メタ）アクリレートモノマーとしては、分子中に２つ以上の電離放射線硬化
性官能基を有し、かつ該官能基として少なくとも（メタ）アクリロイル基を有する（メタ
）アクリレートモノマーが挙げられ、より優れた耐傷性及び耐候性等の表面特性を得る観
点から、アクリロイル基を有するアクリレートモノマーが好ましい。
　より優れた耐傷性及び耐候性等の表面特性を得る観点から、官能基数は好ましくは２以
上であり、上限として好ましくは８以下、より好ましくは６以下、更に好ましくは４以下
、特に好ましくは３以下である。これらの多官能性（メタ）アクリレートは、単独で、又
は複数種を組み合わせて用いてもよい。
【００７５】
　重合性オリゴマーとしては、例えば、分子中に２つ以上の電離放射線硬化性官能基を有
し、かつ該官能基として少なくとも（メタ）アクリロイル基を有する（メタ）アクリレー
トオリゴマーが挙げられる。例えば、ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー、エポキ



(14) JP 2019-59180 A 2019.4.18

10

20

30

40

50

シ（メタ）アクリレートオリゴマー、ポリエステル（メタ）アクリレートオリゴマー、ポ
リエーテル（メタ）アクリレートオリゴマー、ポリカーボネート（メタ）アクリレートオ
リゴマー、アクリル（メタ）アクリレートオリゴマー等が挙げられる。
　さらに、重合性オリゴマーとしては、他にポリブタジエンオリゴマーの側鎖に（メタ）
アクリレート基をもつ疎水性の高いポリブタジエン（メタ）アクリレート系オリゴマー、
主鎖にポリシロキサン結合をもつシリコーン（メタ）アクリレート系オリゴマー、小さな
分子内に多くの反応性基をもつアミノプラスト樹脂を変性したアミノプラスト樹脂（メタ
）アクリレート系オリゴマー、あるいはノボラック型エポキシ樹脂、ビスフェノール型エ
ポキシ樹脂、脂肪族ビニルエーテル、芳香族ビニルエーテル等の分子中にカチオン重合性
官能基を有するオリゴマー等がある。
【００７６】
　これらの重合性オリゴマーは、単独で、又は複数種を組み合わせて用いてもよい。より
優れた耐傷性及び耐候性等の表面特性を得る観点から、ウレタン（メタ）アクリレートオ
リゴマー、エポキシ（メタ）アクリレートオリゴマー、ポリエステル（メタ）アクリレー
トオリゴマー、ポリエーテル（メタ）アクリレートオリゴマー、ポリカーボネート（メタ
）アクリレートオリゴマー、アクリル（メタ）アクリレートオリゴマーが好ましく、ウレ
タン（メタ）アクリレートオリゴマー、ポリカーボネート（メタ）アクリレートオリゴマ
ーがより好ましい。
【００７７】
　より優れた耐傷性及び耐候性等の表面特性を得る観点から、これらの重合性オリゴマー
の官能基数は、好ましくは２以上であり、上限として好ましくは８以下、より好ましくは
６以下、さらに好ましくは４以下、よりさらに好ましくは３以下である。
【００７８】
　これらの重合性オリゴマーの重量平均分子量は、より優れた耐傷性及び耐候性等の表面
特性を得る観点から、２，５００以上が好ましく、３，０００以上がより好ましく、３，
５００以上が更に好ましい。また、上限としては、１５，０００以下が好ましく、１２，
５００以下がより好ましく、１１，０００以下が更に好ましい。ここで、重量平均分子量
は、ＧＰＣ分析によって測定され、かつ標準ポリスチレンで換算された平均分子量である
。
【００７９】
　電離放射線硬化性樹脂は、上記多官能性（メタ）アクリレート等とともに、その粘度を
低下させる等の目的で、単官能性（メタ）アクリレートを適宜併用することができる。こ
れらの単官能性（メタ）アクリレートは、単独で、又は複数種を組み合わせて用いてもよ
い。
【００８０】
　電離放射線硬化性樹脂としては、耐傷性及び耐候性等の表面特性を向上させる観点から
、重合性オリゴマーを含むものであることが好ましい。電離放射線硬化性樹脂中の重合性
オリゴマーの含有量は、８０質量％以上が好ましく、９０質量％以上がより好ましく、９
５質量％以上がさらに好ましく、１００質量％がよりさらに好ましい。
【００８１】
　表面保護層を構成する硬化性樹脂組成物は、紫外線吸収剤を含むことが好ましい。表面
保護層が紫外線吸収剤を含むことで、表面保護層中に紫外線吸収剤が安定して保持される
ので、厳しい環境下においても、優れた耐候性が得られる。
　紫外線吸収剤としては、着色基材に含まれ得る紫外線吸収剤として例示した、ベンゾト
リアゾール系紫外線吸収剤、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、トリアジン系紫外線吸収剤
等が挙げられ、トリアジン系紫外線吸収剤が好ましい。
【００８２】
　また、表面保護層を構成する硬化性樹脂組成物は、耐候性を向上させる観点から、光安
定剤を含むことが好ましい。光安定剤としては、ヒンダードアミン系光安定剤が好ましく
、着色基材に用い得る光安定剤として例示したヒンダードアミン系光安定剤を用いること
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ができ、耐候性の観点から、デカン二酸（セバシン酸）由来のヒンダードアミン系光安定
剤が好ましい。
【００８３】
　表面保護層において、これらの紫外線吸収剤、光安定剤は、単独で、又は複数種を組み
合わせて用いることができる。また、紫外線吸収剤、光安定剤は、例えば、（メタ）アク
リロイル基、ビニル基、アリル基等のエチレン性二重結合を有する反応性官能基を有する
ものであってもよい。表面保護層を構成する硬化性樹脂との相互作用により、ブリードア
ウトしにくくなるため、より多量に用いることができ、より優れた耐候性が得られる。
【００８４】
　表面保護層中の紫外線吸収剤の含有量は、表面保護層を構成する硬化性樹脂１００質量
部に対し、０．１質量部以上が好ましく、０．２質量部以上がより好ましく、０．３質量
部以上がさらに好ましく、０．５質量部以上がよりさらに好ましい。また上限としては、
２０質量部以下が好ましく、１０質量部以下がより好ましい。
　表面保護層中の光安定剤の含有量は、表面保護層を構成する硬化性樹脂１００質量部に
対し、０．１質量部以上が好ましく、０．５質量部以上がより好ましく、１質量部以上が
さらに好ましく、１．５質量部以上がよりさらに好ましい。また上限としては、１０質量
部以下が好ましく、８質量部以下がより好ましく、５質量部以下がさらに好ましく、３質
量部以下がよりさらに好ましい。表面保護層中の紫外線吸収剤、光安定剤の含有量が上記
範囲内であると、ブリードアウトすることなく、優れた添加効果が得られる。
【００８５】
　表面保護層には、添加剤として、本発明の目的を損なわない範囲で、上記の紫外線吸収
剤、光安定剤の他、紫外線遮蔽剤、耐摩耗性向上剤、重合禁止剤、架橋剤、帯電防止剤、
接着性向上剤、レベリング剤、チクソ性付与剤、カップリング剤、可塑剤、消泡剤、充填
剤、ブロッキング防止剤、滑剤、溶剤等を添加することができる。
【００８６】
　表面保護層の厚さは、耐傷性及び耐候性等の表面特性を向上させる観点から、２μｍ以
上が好ましく、３μｍ以上がより好ましく、４μｍ以上がさらに好ましい。また、化粧シ
ートを成形する際の表面保護層のクラック抑制の観点から、表面保護層の厚さは１５μｍ
以下が好ましく、１０μｍ以下がより好ましく、８μｍ以下がさらに好ましい。
【００８７】
＜プライマー層＞
　化粧シートは、所望に応じてプライマー層を設けることができる。プライマー層は、主
に層間密着性の向上効果を得るために設けられる層である。また、プライマー層が、着色
基材の表面保護層側とは反対側の面に設けられる場合（このような場合のプライマー層は
、「裏面プライマー層」とも称される。）は、基材と被着材との層間密着性を向上するこ
とができる。
　プライマー層は、基材と装飾層との間、接着剤層Ａと透明性樹脂層との間、透明性樹脂
層と表面保護層との間、基材の装飾層側とは反対側の面、から選らばれる何れか１箇所以
上に設けることができる。
【００８８】
　プライマー層の形成には、バインダーに硬化剤、また紫外線吸収剤、光安定剤等の耐候
剤、ブロッキング防止剤等の添加剤を適宜混合した樹脂組成物が用いられる。
　バインダーとしては、例えば、上記のベタ印刷層に用い得るバインダーとして例示した
樹脂が好ましく挙げられ、これらを単独で、又は複数種を組み合わせて用いることができ
る。例えば、ポリカーボネート系ウレタン－アクリル共重合体とアクリルポリオール樹脂
との混合物をバインダーとして用いることができる。
【００８９】
　また、１液硬化型の他、例えば、トリレンジイソシアネート（ＴＤＩ）、ジフェニルメ
タンジイソシアネート（ＭＤＩ）、ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）、イソホ
ロンジイソシアネート（ＩＰＩＤ）、キシリレンジイソシアネート（ＸＤＩ）等のイソシ
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アネート化合物等の硬化剤を伴う２液硬化型等、種々のタイプの樹脂を用いることができ
る。
【００９０】
　プライマー層は、耐候性を向上させる観点から、紫外線吸収剤、光安定剤等の耐候剤を
含むことが好ましい。紫外線吸収剤及び光安定剤としては、基材に含まれ得るものとして
例示したものを挙げることができる。
　プライマー層における紫外線吸収剤の含有量は、プライマー層を構成する樹脂１００質
量部に対し、好ましくは１質量部以上、より好ましくは５質量部以上、さらに好ましくは
１０質量部以上であり、また上限として好ましくは４０質量部以下、より好ましくは３０
質量部以下、さらに好ましくは２５質量部以下である。
　また、プライマー層における光安定剤の含有量は、プライマー層を構成する樹脂１００
質量部に対し、好ましくは０．５質量部以上、より好ましくは１質量部以上、さらに好ま
しくは１．５質量部以上、よりさらに好ましくは２質量部以上であり、また上限として好
ましくは２０質量部以下、より好ましくは１５質量部以下、さらに好ましくは１０質量部
以下、よりさらに好ましくは８質量部以下である。
　プライマー層中の紫外線吸収剤及び光安定剤の含有量が上記範囲内であると、プライマ
ー層としての優れた性能とともに、優れた耐候性が得られる。
【００９１】
　プライマー層の厚さは、層間密着性の向上効果、さらには各層の熱収縮の緩和効果を得
る観点から、１μｍ以上が好ましく、２μｍ以上がより好ましく、３μｍ以上がさらに好
ましい。また、上限としては、１０μｍ以下が好ましく、８μｍ以下がより好ましく、６
μｍ以下がさらに好ましい。
【００９２】
　化粧シートは、エンボス加工等で表面に凹凸が形成されたものであってもよい。
　エンボス加工を行う場合、例えば、化粧シートを好ましくは８０℃以上２６０℃以下、
より好ましくは８５℃以上１６０℃以下、さらに好ましくは１００℃以上１４０℃以下に
加熱し、化粧シートにエンボス版を押圧して、エンボス加工を行うことができる。エンボ
ス版は、化粧シートの基材を基準として装飾層側に押し当てることが好ましい。
【００９３】
　本発明の化粧シートは、例えば、床、壁、窓、扉、手すり、塀、柵、簀子等の建築物や
構造物；ダッシュボード、グローブボックス、インパネアッパーケース、センターコンソ
ール、フロアコンソール等の自動車等の車両；等の化粧シートとして用いることができ、
特に、太陽光の照射による熱が問題となりやすい窓枠用の化粧シート、自動車等の車両内
装の化粧シートとして好適に用いることができる。
【００９４】
［化粧材］
　本発明の化粧材は、被着材と上記の本発明の化粧シートとを有するものであり、より具
体的には、被着材の装飾を要する側の面と、化粧シートの基材側の面とを対向させて積層
したものである。
【００９５】
＜被着材＞
　被着材としては、各種素材の平板、曲面板等の板材、立体形状物品、シート（或いはフ
ィルム）等が挙げられる。例えば、杉、檜、松、ラワン等の各種木材から成る木材単板、
木材合板、パーティクルボード、ＭＤＦ（中密度繊維板）等の木質繊維板等の板材や立体
形状物品等として用いられる木質部材；鉄、アルミニウム等の板材や鋼板、立体形状物品
、あるいはシート等として用いられる金属部材；ガラス、陶磁器等のセラミックス、石膏
等の非セメント窯業系材料、ＡＬＣ（軽量気泡コンクリート）板等の非陶磁器窯業系材料
等の板材や立体形状物品等として用いられる窯業部材；アクリル樹脂、ポリエステル樹脂
、ポリスチレン樹脂、ポリプロピレン等のポリオレフィン樹脂、ＡＢＳ（アクリロニトリ
ル－ブタジエン－スチレン共重合体）樹脂、フェノール樹脂、塩化ビニル樹脂、セルロー
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ス樹脂、ゴム等の板材、立体形状物品、あるいはシート等として用いられる樹脂部材等が
挙げられる。また、これらの部材は、単独で、又は複数種を組み合わせて用いることがで
きる。
【００９６】
　被着材の厚さは、用途及び材料に応じて適宜選択すればよく、０．１ｍｍ以上１０ｍｍ
以下が好ましく、０．３ｍｍ以上５ｍｍがより好ましく、０．５ｍｍ以上３ｍｍ以下が更
に好ましい。
【００９７】
＜接着剤層Ｂ＞
　被着材と化粧シートとは、優れた接着性を得るため、接着剤層Ｂを介して貼り合わせら
れることが好ましい。
【００９８】
　接着剤層Ｂに用いられる接着剤としては、特に限定されず、公知の接着剤を使用するこ
とができ、例えば、感熱接着剤、感圧接着剤等の接着剤が好ましく挙げられる。この接着
剤層Ｂを構成する接着剤に用いられる樹脂としては、例えば、アクリル樹脂、ポリウレタ
ン樹脂、塩化ビニル樹脂、酢酸ビニル樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合樹脂、スチレ
ン－アクリル共重合樹脂、ポリエステル樹脂、ポリアミド樹脂等が挙げられ、これらを単
独で、又は複数種を組み合わせて用いることができる。また、イソシアネート化合物等を
硬化剤とする２液硬化型のポリウレタン系接着剤、ポリエステル系接着剤も適用し得る。
　また、接着剤層Ｂには、粘着剤を用いることもできる。粘着剤としては、アクリル系、
ウレタン系、シリコーン系、ゴム系等の粘着剤を適宜選択して用いることができる。
【００９９】
　接着剤層Ｂの厚さは特に制限はないが、優れた接着性を得る観点から、１μｍ以上１０
０μｍ以下が好ましく、５μｍ以上５０μｍ以下がより好ましく、１０μｍ以上３０μｍ
以下が更に好ましい。
【０１００】
＜化粧材の製造方法＞
　化粧材は、化粧シートと被着材とを積層する工程を経て製造することができる。
　本工程は、被着材と、本発明の化粧シートとを積層する工程であり、被着材の装飾を要
する側の面と、化粧シートの基材側の面とを対向させて積層する。被着材と化粧シートと
を積層する方法としては、例えば、接着剤層Ｂを介して化粧シートを板状の被着材に加圧
ローラーで加圧して積層するラミネート方法等が挙げられる。
【０１０１】
　接着剤としてホットメルト接着剤（感熱接着剤）を用いる場合、接着剤を構成する樹脂
の種類にもよるが、加温温度は１６０℃以上２００℃以下が好ましく、反応性ホットメル
ト接着剤では１００℃以上１３０℃以下が好ましい。また、真空成形加工の場合は加熱し
ながら行うことが一般的であり、８０℃以上１３０℃以下が好ましく、より好ましくは９
０℃以上１２０℃以下である。
【０１０２】
　以上のようにして得られる化粧材は、例えば、床、壁、窓、扉、手すり、塀、柵、簀子
等の建築物や構造物；ダッシュボード、グローブボックス、インパネアッパーケース、セ
ンターコンソール、フロアコンソール等の自動車等の車両；等の部材として用いることが
でき、特に、太陽光の照射による熱が問題となりやすい窓枠用の化粧材、自動車等の車両
内装の化粧材として好適に用いることができる。
【実施例】
【０１０３】
　次に、本発明を実施例により、さらに詳細に説明するが、本発明は、この例によってな
んら限定されるものではない。
１．測定及び評価
１－１．遮熱性
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　実施例及び比較例で得られた化粧材に、２００Ｗ形ランプ（白熱灯，岩崎電気（株）製
造）を用いて、室温（２３℃）、相対湿度５０％の条件下、３０ｃｍ高さから照射し、１
０分後の化粧材の表面温度を測定し、下記の基準で評価した。
　Ａ：表面温度は８５℃以上９０℃未満であった。
　Ｂ：表面温度は９０℃以上９５℃未満であった。
　Ｃ：表面温度は９５℃以上１００℃未満であった。
【０１０４】
１－２．木目意匠の暗色の度合い
　比較例１の化粧シートをリファレンスとして、実施例及び比較例の化粧シートを表面保
護層から観察し、木目意匠の暗色の度合いを評価した。リファレンスに対して木目意匠の
暗色度が極めて優れるものを３点、リファレンスに対して木目意匠の暗色度が優れるもの
を２点、リファレンスと同等あるいはリファレンスと同等未満と感じるものを１点として
、２０人の被験者が評価を行い、平均点を算出した。結果を表１に示す。なお、リファレ
ンスである比較例１は「Ｃ」とした。
＜評価基準＞
Ａ：平均点が２．０以上
Ｂ：平均点が１．５以上２．０未満
Ｃ：平均点が１．０以上１．５未満
【０１０５】
２．化粧シート及び化粧材の作製
［実施例１］
　赤外線反射性を有する基材として、マンガン系複合酸化物を含む基材（厚さ６０μｍ。
波長７８０～２５００ｎｍの分光反射率の平均３５％、Ｌ＊値：５８）を用意して、該シ
ートの一方の面に、下記処方のベタ印刷層形成用インキ１をグラビアコート法により塗布
、乾燥し、厚さ４μｍのベタ印刷層（木肌模様）を形成した。
【０１０６】
＜ベタ印刷層形成用インキ１＞
・バインダー樹脂（アクリルウレタン系樹脂）　　　　７６質量部
・赤色顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２）　　　１０質量部
（平均粒子径：０．１３μｍ）
・黄色顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５０）　　　９質量部
（平均粒子径：０．０５μｍ）
・青色顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５）　　　　　５質量部
（平均粒子径：０．０４μｍ）
・希釈溶剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【０１０７】
　次いで、ベタ印刷層上に、下記処方の絵柄層形成用インキ１をグラビアコート法により
塗布、乾燥し、厚さ７μｍの絵柄層（導管溝模様）を形成し、ベタ印刷層及び絵柄層を含
む木目模様の装飾層を形成した。化粧シートの全面積に対する絵柄層の面積の割合は２０
％とした。
【０１０８】
＜絵柄層形成用インキ１＞
・バインダー樹脂（アクリルウレタン系樹脂）　　　　８０質量部
・赤色顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２）　　　１２質量部
（平均粒子径：０．１３μｍ）
・黄色顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５０）　　　６質量部
（平均粒子径：０．０５μｍ）
・黒色顔料（カーボンブラック）　　　　　　　　　　　２質量部
・希釈溶剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【０１０９】
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　次いで、絵柄層上に、接着剤層（ポリエステル樹脂、厚さ：５μｍ）を形成し、該接着
剤層上に、透明性樹脂層（透明ポリプロピレン樹脂、厚さ：８０μｍ）を押出しラミネー
ト方式で積層した。
　次いで、透明性樹脂層の表面にコロナ放電処理を施した後、２液硬化性ウレタン樹脂組
成物を塗布してプライマー層（厚さ：２μｍ）を形成した。
【０１１０】
　次いで、プライマー層上に下記処方の表面保護層形成用インキをロールコート法で塗布
し、電子線照射装置を用いて、酸素濃度：２００ｐｐｍ、加速電圧：１７５ｋｅＶ、照射
量：５Ｍｒａｄの条件で電子線を照射し、電離放射線硬化性樹脂組成物を硬化させて、厚
さ３μｍの表面保護層を形成し、実施例１の化粧シートを得た。
＜表面保護層形成用インキ＞
・３官能ウレタンアクリレートオリゴマー　　　　　１００質量部
（質量平均分子量５０００）
・無機フィラー　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５質量部
（シリカ粒子、平均粒子径：５μｍ）
【０１１１】
２液硬化型ウレタン樹脂からなる接着剤を塗布した塗装鋼板（厚さ：０．４ｍｍ）をオー
ブンに入れて、１５０℃で１分間養生した後、直ちにロールラミネーターを用いて、前記
塗装鋼板と上記の化粧シートとを貼着し、実施例１の化粧材を得た。貼着の際は、塗装鋼
板の接着剤塗布面と、化粧シートの白色ポリプレンシート側とを対向させた。
　得られた化粧シート、及び化粧部材について、上記の評価を行い、その評価結果を表１
に示す。
【０１１２】
［実施例２］
　ベタ印刷層形成用インキ１を下記処方のベタ印刷層形成用インキ２に変更した以外は、
実施例１と同様にして、実施例２の化粧シート及び化粧材を得た。
【０１１３】
＜ベタ印刷層形成用インキ２＞
・バインダー樹脂（アクリルウレタン系樹脂）　　　　３０質量部
・赤外線反射性顔料（ＴｉＯ２）　　　　　　　　　　５０質量部
・赤外線透過性顔料（ＦｅＯＯＨ）　　　　　　　　　　９質量部
（平均粒子径：０．１μｍ）
・赤外線透過性顔料（Ｆｅ２Ｏ３）　　　　　　　　　　　６質量部
（平均粒子径：０．１μｍ）
・赤外線反射性顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　５質量部
（金属元素としてマンガン、カルシウム及びチタンを含む複合酸化物）
（石原産業株式会社製、品番：ＭＰＴ－３７０、黒色顔料、平均一次粒子径０．８μｍ）
・希釈溶剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【０１１４】
［実施例３］
　赤外線反射性を有する基材を、酸化チタンを含む基材（厚さ６０μｍ。波長７８０～２
５００ｎｍの分光反射率の平均４０％、Ｌ＊値：９０）に変更し、ベタ印刷層形成用イン
キ１を上記処方のベタ印刷層形成用インキ２に変更した以外は、実施例１と同様にして、
実施例３の化粧シート及び化粧材を得た。
【０１１５】
［実施例４］
　赤外線反射性を有する基材を、酸化チタンを含む基材（厚さ６０μｍ。波長７８０～２
５００ｎｍの分光反射率の平均４０％、Ｌ＊値：９０）に変更した以外は、実施例１と同
様にして、実施例４の化粧シート及び化粧材を得た。
【０１１６】
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［比較例１］
　赤外線反射性を有する基材を、酸化チタンを含む基材（厚さ６０μｍ。波長７８０～２
５００ｎｍの分光反射率の平均４０％、Ｌ＊値：９０）に変更し、絵柄層形成用インキ１
を下記処方の絵柄層形成用インキ２に変更した以外は、実施例１と同様にして、比較例１
の化粧シート及び化粧材を得た。
【０１１７】
＜絵柄層形成用インキ２＞
・バインダー樹脂（アクリルウレタン系樹脂）　　　　８０質量部
・赤色顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２）　　　　６質量部
（平均粒子径：０．１３μｍ）
・黄色顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５０）　　　９質量部
（平均粒子径：０．０５μｍ）
・黒色顔料（アゾメチンアゾ系顔料）　　　　　　　　　５質量部
（平均粒子径：０．２μｍ）
・希釈溶剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【０１１８】
［比較例２］
　赤外線反射性を有する基材を、酸化チタンを含む基材（厚さ６０μｍ。波長７８０～２
５００ｎｍの分光反射率の平均４０％、Ｌ＊値：９０）に変更し、ベタ印刷層形成用イン
キ１を下記処方の絵柄層形成用インキ３に変更し、絵柄層形成用インキ１を下記処方の絵
柄層形成用インキ３に変更した以外は、実施例１と同様にして、比較例２の化粧シート及
び化粧材を得た。
【０１１９】
＜ベタ印刷層形成用インキ３＞
・バインダー樹脂（アクリルウレタン系樹脂）　　　　８０質量部
・赤色顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２）　　　　６質量部
（平均粒子径：０．１３μｍ）
・黄色顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５０）　　　９質量部
（平均粒子径：０．０５μｍ）
・黒色顔料（アゾメチンアゾ系顔料）　　　　　　　　　５質量部
（平均粒子径：０．２μｍ）
・希釈溶剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【０１２０】
＜絵柄層形成用インキ３＞
・バインダー樹脂（アクリルウレタン系樹脂）　　　　７６質量部
・赤色顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２）　　　１０質量部
（平均粒子径：０．１３μｍ）
・黄色顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５０）　　　９質量部
（平均粒子径：０．０５μｍ）
・青色顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５）　　　　　５質量部
（平均粒子径：０．０４μｍ）
・希釈溶剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【０１２１】
［比較例３］
　赤外線反射性を有する基材を、酸化チタンを含む基材（厚さ６０μｍ。波長７８０～２
５００ｎｍの分光反射率の平均４０％、Ｌ＊値：９０）に変更し、ベタ印刷層形成用イン
キ１を下記処方の絵柄層形成用インキ４に変更し、絵柄層形成用インキ１を下記処方の絵
柄層形成用インキ４に変更した以外は、実施例１と同様にして、比較例３の化粧シート及
び化粧材を得た。
【０１２２】
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・バインダー樹脂（アクリルウレタン系樹脂）　　　　８０質量部
・赤色顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２）　　　　８質量部
（平均粒子径：０．１３μｍ）
・黄色顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５０）　　１０質量部
（平均粒子径：０．０５μｍ）
・黒色顔料（カーボンブラック）　　　　　　　　　　　２質量部
・希釈溶剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【０１２３】
＜絵柄層形成用インキ４＞
・バインダー樹脂（アクリルウレタン系樹脂）　　　　７８質量部
・赤色顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２）　　　　６質量部
（平均粒子径：０．１３μｍ）
・黄色顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５０）　　　８質量部
（平均粒子径：０．０５μｍ）
・黒色顔料（カーボンブラック）　　　　　　　　　　　８質量部
・希釈溶剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【０１２４】
【表１】

【０１２５】
　表１の結果から、実施例の化粧シートは、遮熱性に優れ、かつ暗色度に優れた意匠を表
現できることが確認できる。
【産業上の利用可能性】
【０１２６】
　本発明の化粧シートは、遮熱性に優れ、かつ暗色度に優れた意匠を表現できるため、床
、壁、窓、扉、手すり、塀、柵、簀子等の建築物や構造物；ダッシュボード、グローブボ
ックス、インパネアッパーケース、センターコンソール、フロアコンソール等の自動車等
の車両；等の化粧シートとして有用であり、特に、太陽光の照射による熱が問題となりや
すい窓枠用の化粧シート、自動車等の車両内装の化粧シートとして極めて有用である。
【符号の説明】
【０１２７】
　１０：基材
　２１：ベタ印刷層
　２２：絵柄層
　２０：装飾層
　３０：透明性樹脂層
　４０：表面保護層
１００：化粧シート
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